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１．はじめに 

富士山は独立峰であり、その山頂は自由対流圏に位置することから、大陸からの越境汚染を調査する

のに適した場所である。オゾン、CO といった微量気体から、粒子状物質まで多くの観測が行われている。

しかしながら、大気汚染物質として重要な窒素酸化物（NO、NO2）の計測が行われたことはいままでにな

かった。本発表では、市販の NOx計を用いて、2014 年夏季に富士山頂にて実施した NO と NO2濃度の

観測結果を報告する。 

 

２．方法 

2014年8月16日～24日の計9日間、富士山頂旧測候所にて、大気NO、NO2濃度の計測を行った。

NO と NO2濃度の計測は、市販の Mo コンバータ化学発光分析装置（Thermo Fisher Scientific, model 

42i-TL）を用いた。Moコンバータ化学発光分析法で計測したNO2濃度は、硝酸やPAN、有機硝酸といっ

た化学物質の干渉を受けることが知られており、NOy と呼ばれる化合物群と近くなるが、本発表では NO2

として示した。装置の校正は、NO標準ガスとゼロガス発生装置（Thermo Fisher Scientific, model 88）を用

いて、富士山頂にて行った。NO 標準ガスによる校正は、観測期間の最初に行った。ゼロ校正は、1 時間

毎に30分間行った。 

 

３．結果・考察 

富士山頂にて観測されたNO濃度は低く、観測期間を通して、ほぼ最低検出下限（0.2 ppb）以下であっ

た。一方NO2濃度は、8月16日に0.8 ppbを示した。8月19日～22日は、NO2濃度は下がり、最低検出

感度（0.1 ppb）以下となった。その後NO2濃度は再度上昇し、8月24日に0.5 ppbを示した。NO2濃度と

オゾン濃度によい相関（r=～0.69）がみられ、2 つのグループに分類された。後方流跡線解析より、これら

グループは、海洋から輸送された清浄な気塊、および大陸から輸送された汚染された気塊と異なる地域

から富士山頂へ輸送された可能性を示した。 
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